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について考察する. フ再)はガウシャン･ランダムの力 とする｡ Eはその強さを表わす｡ f(x)
のxに関する一次の係数 γが零になるところを臨界点 と呼ぶことにすると,そこでは一般に臨













臨界点γ-0では, [9♂ ]と [xnフ沌)]の比較によって,mとnの値に応じて,上の4つの
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判定条件7)が役に立っ :臨界緩和が起 るためには, 少な くとも一つの物理量 せが臨界点で
<Q>S.-±-となるか,定常分布 Pst(x)または,初期分布 Pini(x)が臨界点のところで異常
性 を示すことが必要である｡ (異常性 とは,規格出来なくなるか,デルタ関数になることをい
う｡)
或いは,上のランジュバン方程式(1)をFokker-Planckの方程式になおし,それをSchrodinger
一型8)に変換 し,そのポテンシャルの様子から, γ-0で,零振動数のモー ドが連続的に現れ
るかどうかにより,long-timetailの出現の可否を議論することができる8.)
具体的な例 として,上にあげたように,
a訂x= γ3- 9Xn+ xY(i) (2)
･7)はCarlemanの方法を用いて,(2)を厳密に解き,を考える≡),9)～ll)最近 Br｡nigと Banal






で,ランダム経路 tq(i))に関する平均を行って,< xP(i)>を求めるのが困難である. 長い
間,(3)の形式解は,役に立たないものと思われていたが,最近,<xP(i)> が顕わにきちんと
計算できることがわかった｡それには,次の公式 を用いればよい :
In( i;a,A;a.,b｡ )≡<｡ aOi'boW (i)(J 三 ｡ a t' bW ' t')d t ′)n>




但 し, α…(a+2eb.A)/(b28).この公式は,W(i)のガウシャンの性質を利用 して,数学的帰
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